
一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員78、推薦会員６）
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2020年１月15日(第923号) 自動車会議所ニュース

地までの所要時間を節約するという観点では、それは
正しい選択だ。が、高速道路ばかりを使っていると、
クルマの旅は“二点間の移動”になってしまう。
　そこで、とりわけ若年層を中心にぜひ広めたいと思
うのは、少しばかり長い休暇に泊まりでお出かけをす
る場合、高速道路が併走している区間であってもあえ
て高速から下り、普通の街道を数百キロ走ってみると
いう旅行スタイルである。
　2013年の夏、筆者は東京から鹿児島まで軽自動車で
旅してみたらどんな感じなんだろうと思い立ち、実行
してみた。とくに往路は、九州に渡るのに必須の関門
トンネル以外の有料道路を一切使わず、オール下道で。
　ただのおふざけのような気持ちでやってみたのだ
が、実際に走った印象は衝撃的だった。子供の頃から
地理が大の得意科目で、国内、国外問わずさまざまな
場所を訪れ、旅慣れを自任していたのに、街道を行く
ということの意味を何一つわかっていなかったのだ。
　箱根の山を越えて駿河の国へ。さらに遠州、三河、
尾張……と、江戸時代の国境を越えるたびに風景、習
俗もガラリと変わるのが肌身でわかる。

　クルマでの長旅といえば高速
道路が主役、というのが一般的
な認識である。限られた休暇の
時間を有効活用するために目的

　往路の最後、国道３号線の熊本～鹿児島県境のゲー
トをくぐった。それまで中九州のこんもりとした森林
地帯だったのが、県境のカーブを曲がって高度を下げ
たとたん、景観が一気に開け、道端に赤いかんなの花
が咲く南九州へと変貌した。帰郷とはかくも感動的な
ものだったのかと驚いた次第だった。
　目的地近くまで高速道路に乗っていると、こういう
感動の大半を見落としてしまう。もちろん混雑をバイ
パスするために有料道路を併用するのは悪いことでは
ないが、ひたすら街道を行くというのは、その時間が
丸ごと未知なるものとの出会いの連続。どこへ行こう
ではなく、この道を行ってみようというのが本来の旅
の姿だ。線の移動の楽しみを見ずして、クルマでの移
動文化の再興はない。　　　　　　　　　　（続く）
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街道ドライブの魅力を再発掘しよう
ジャーナリスト　井元 康一郎
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